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第　 1　問

eは自然対数の底とする。f(x) = x log x（x > 0，log xは xの自然対数）とおく。t > e

とするとき，以下の問いに答えなさい。

(1) 曲線 y = f(x)上の点 Aにおける接線の傾きが log tとなるとき，Aの x座標 a(t)

を求めなさい。

(2) x ≧ 1の範囲において，曲線 y = f(x)と x軸および直線 x = a(t)で囲まれた部分
の面積 S(t)を求めなさい。

(3) t → ∞のとき， S(t)

tp log t
が 0でない値に収束するような正の定数 pの値を求めな

さい。また，そのときの lim
t→∞

S(t)

tp log t
を求めなさい。
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第　 2　問

原点 O(0, 0, 0)と点 A(1, 1, 1)を通る直線を lとし，3点 B (1, 0, 0)，C(0, 2, 0)，
D(0, 0, 3)を通る平面を αとする。以下の問いに答えなさい。

(1) ベクトル −→
a は平面 αに垂直で，成分がすべて正であり，長さが 7になるものとす

る。このとき，−→
a を成分で表しなさい。

(2) △BCDの面積を求めなさい。

(3) Oから平面 αへ引いた垂線と平面 αとの交点を Hとする。線分 OHの長さを求め
なさい。

(4) Pは座標がすべて正である直線 l上の点とする。Pを中心とする半径 7の球面が点
Qで平面 αに接するとき，P，Qの座標を求めなさい。
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第　 3　問

A は 2 次正方行列とし，E，O はそれぞれ A と同じ型の単位行列，零行列とする。A

は kE（kは実数）の形でなく，A2 − 3A+ 2E = Oを満たす。以下の問いに答えなさい。
ただし，nは自然数とする。

(1) A3 = aA+ bE を満たす実数 a，bを求めなさい。

(2) An = anA+ bnE を満たす実数 an，bn を求めなさい。

(3) An の逆行列が xA+ yE（x，y は実数）と表せるとき，x，y を求めなさい。
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第　 4　問

楕円 x2

a2
+

y2

b2
= 1（a > 0，b > 0）上の点 P (x0, y0)（0 < x0 < a，y0 > 0）におけ

る接線と x軸，y 軸との交点をそれぞれ A，Bとする。以下の問いに答えなさい。

(1)
x0

2

a2
= tとおくとき，線分 ABの長さ ABを a，b，tを用いて表しなさい。

(2) 0 < x0 < aにおける ABの最小値を求めなさい。また，そのときの Pの座標を求
めなさい。
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第　 5　問

n を正の整数とし，n2 + 3 と n + 1 の最大公約数を dn とおく。以下の問いに答えな
さい。

(1) d1, d2, d3, d4, d5 を求めなさい。

(2) (n2 + 3)− (n− 1)(n+ 1) = 4を用いて，dn は 1, 2, 4のいずれかであることを示
しなさい。

(3)
610∑
n=1

dn を求めなさい。

(4) 次の極限値を求めなさい。

lim
k→∞

1
k

k∑
n=1

dn
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第　 6　問

P は正 n角形（n ≧ 6）とする。以下の問いに答えなさい。ただし，答えのみでなく，
理由も述べなさい。

(1) P の異なる 2 本の対角線の組で，P の頂点を共有するものは何通りあるか求めな
さい。

(2) P の異なる 2 本の対角線の組で，P の頂点以外の点を共有するものは何通りある
か求めなさい。

(3) P の異なる 2 本の対角線の組で，共有点を持たないものは何通りあるか求めな
さい。
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